
平成 27 年 7 月期月次景況調査結果 

この調査結果は、中小企業庁の指定事業に基づいて設置された山口県内の情報連絡員 60 人

に、本会が新たに選んだ 20 人を加えた 80 人の連絡員より業界動向を把握した結果です。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県の主要指標 DI 値（平成 27 年 7 月末現在）   

 

※ DI 値とは、前年同期に比べ「増加」・「好転」したとする企業割合から「減少」・「悪化」した

とする企業割合を差し引いた値です。  
 

業界の景況 ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転： 7.5％  悪化：23.8％ DI 値：▲16.3％ ポイント 

売上高   (<  増加 > － < 減少 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、増加：12.5％  減少：28.8％ DI 値：▲16.3％ ポイント 

収益状況  ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転： 5.0％  悪化：25.0％ DI 値：▲20.0％ ポイント 

山山口県の業種別 DI 値(業界の景況)（平成 27 年 7 月末現在）    

 

 

30 以上 

 

30 未満～ 

10 以上 

 

10 未満～ 

▲10 以上 

 

▲10 未満～ 

▲30 以上 

 

▲30 未満 

 

食料品 
繊 維 

工 業 

木材・ 

木製品 
印 刷 

窯業・ 

土石製品 

一 般 

機 器 

輸 送 

機 器 

全 製 

造 業 

▲57.1 

 

▲25.0 

 

▲33.3 

 

▲100.0 

 

0.0 

 

22.2 

 

0.0 

 

▲18.2 

 

 

卸売業 小売業 商店街 
サービ 

ス 業 
建設業 運輸業 

全 非 

製造業 

▲20.0 

 

▲22.2 

 

▲50.0 

 

▲8.4 

 

0.0 

 

▲14.3 

 

▲14.9 

 
 

全 体 

 

▲16.3 

 
  

７月の業種別景況のＤＩ値は、１３業種の内４業種が好転しており、６月には５業種が悪

化していたが、７月は悪化した業種は無く横ばいの状況で推移している。  

一般機械、輸送機械、小売業、商店街では受注や売り上げが伸びている部門もあれば低迷

している部門もあり、まだら模様の状況が続いている。  

このような中、食料品やサービス業等ではＮＨＫ大河ドラマ“花燃ゆ”、明治日本の産業

革命遺産の世界遺産登録等による更なる経済効果に期待をしている。 

 



特記事項 (景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点)  

 

食料品 プレミアム付商品券によって売上が上がったという

ことは特にない。自治体によりプレミアム金額や発

行の形態が相違しているが、どの地区も同様の傾向

である。 

パン・菓子製造業  

６月は対前年同月比＋２２％。７月は７／２６時点

で昨年同月の売上をクリア、最終＋１５％程度の大

幅アップを予測。ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」効果

に加え、世界遺産登録で今後も好調に推移する見込

みで、当館に近い反射炉と造船所には、当館前から

シャトルバスが定期運行、パークアンドライドで利

用するお客様も多い。メディア露出も引き続きＴ

Ｖ・新聞・雑誌と高水準。当館への行政視察団体数

も現時点で４０組７００名を越え、萩市での宿泊を

視察の受け入れ条件としているため、地域波及効果

も見込める。  

水産食料品製造業  

萩市 

販売量の減少が続いており厳しい。業界によっては

景気回復の話も聞くが、小売りは悪化しているので

はないか。今年も原料が上がっているが、価格転嫁

は非常に難しい。県内産の「うに」が採れない。「う

に」が少ないのもあるが、漁業者の高齢化も一因に

あると聞いている。行政を含めた統括的な対策が必

要。 

水産食料品製造業  

下関市 

円安のため、原材料の価格が高騰している。  水産食料品製造業  

下関市 

６月の長雨の影響で、稲の病害虫の発生など、作物

の生育状況が遅れ気味となっている。また、米あま

り基調の中で、ＴＰＰ農業交渉による米の輸入自由

化の報道もあって、米の取引価格の低下についても、

回復するような傾向ではなく、このままでは、米の

生産の継続ができなくなる生産者が増えることが引

き続き懸念されている。  

精穀・製粉業  

繊維工業 主力販売取引先の販売不振に若干だが好転の兆しが

あり、４～５月に比べ６月の売上は増加し、７～９

月の操業日数は６日間増やして増産の体制をとって

いる。７月の売上も１０％のＵＰを見込んでいる。

外国人技能実習生受入れは、中国人の募集が困難に

なり２月度よりベトナム人実習生が入国している。

現在、中国人４３名、ベトナム人１３名の計５６名。

ベトナム人実習生とのコミュニケーションに問題が

あり、通訳専門スタッフの雇用を早々に検討してい

る。年々、実習生の技術力、語学力が低下しており、

下着類製造業  



優秀な人材の確保が難しくなっている。  

５月末に破産した企業の萩市内にある２工場は岡山

県の会社が買い取り、再稼働に向けて活動している。 

外衣・シャツ製造業  

山口市 

真冬の商品や春物の生産には少し早い端境期の為、

９～１０月から受注が厳しくなる模様。  

外衣・シャツ製造業  

下関市 

木材・木製品  新設住宅着工数は、低調のままで推移。木材価格は

やや下降傾向。  

製材業・木製品製造業  

山口市 

「公共建築物等木材利用促進法」に沿って長門市よ

り発注は出ている。民間の需要が回復して来ない状

況。 

製材業・木製品製造業  

下関市 

印刷 業界全体で既に３兆円規模の売上が減少しているこ

とから、紙媒体からデジタル媒体への３兆円規模の

シフトが進んだと解釈できる。いかにデジタル媒体

での供給事業に各社参入できるかが生き残りの道で

あるが、なかなか進んでいないのが実情。７月の受

注状況は、夏枯れの時期に入り良くない。  

印刷 

下関市 

７月の売上高は昨年と比べると横ばい。ただし、昨

年の受注はなくなり、新たな物件を安く受注したた

め、粗利は減少している模様。 

印刷 

山口市 

窯業・土石製品  骨材は相変らず売上が伸びないが、路盤材・再生材

は徐々に出ている状況。  

砕石製造業  

出荷量は、前月比１１１％、前年同月比１０１％。

岩国地区の工事の本格化に伴う出荷量増により、県

全体の出荷量を押し上げた。現時点では、セメント・

骨材等の資材調達は、特に問題は生じていない。下

関地区で値上げの動きが継続、周南地区でも値上げ

の動きがある。  

生コンクリート製造業  

お盆までにという要望が多く、この時期は毎年忙し

くしている。急に暑くなってきたので、熱中症予防

を呼びかけている。  

石工品製造業  

一般機器 天候不順のため操業度が低調となり、収益がやや悪

化している。  

一般機械器具製造業  

周南市 

設備機械製造の組合員は東南アジアからの受注が停

滞しかかっている。慢性的な人手不足が続いている。

７月の景況は、前月に引き続き概ね順調だが、海外

取引の企業では受注難のところがある。  

一般機械器具製造業  

防府市 

従来からの機械製造関係、食品加工、スーパー等に

加え農業、食肉加工業からも人手不足から外国人技

能実習生受け入れ増員の相談あり。制度改正により

介護の受け入れが可能になるとの情報から、介護施

設からの問い合わせも増えている。また、ベトナム、

インドネシアへの事業展開を考えている企業からも

相談あり。  

一般機械器具製造業  

宇部市 



５、６月出荷分の売上が７月に入り売上は増加。海

外向けの納入検収が終わり８月の売上も見込める状

況。６、７月の受注低迷の影響と思うが設備操業度

は６月同様に残業をしないやや低迷状態で、特に、

放電加工機、ワイヤー加工機の稼働率が下がってい

る。また、金型の加工量は有るが低価格ため利益が

少ない状況。現在は、見積り依頼も増えてきている

がいかにコストダウンをして短納期化が出来るかが

鍵で、特殊樹脂対応の金型生産では、今までの経験

をフル活用して対応する予定。成形製品は新規や移

管金型の生産等一部の製品では設備稼働率が上昇し

ているが、全体的には、民生部品（家電部品、電子

部品）の伸び悩みもあり、稼働率は前年より減少し

ている状況。  

特殊産業用機械製造業  

輸送機器 車両部門は今後波があるかもしれないが、右肩上が

りで作業量が伸びる見込み。精密加工部門は半導体

業界が低迷しており年末商戦まで低空飛行の模様。  

鉄道車両・同部品製造業  

卸売業 天候不順により夏物商品の売上げへの影響が懸念さ

れる。 

各種商品卸売業  

「いりこ」は、長門中心の“山陰もの”の入札も予

定通りで、大島中心の“山陽もの”も順調に入庫し

ているが、相変らず価格が高い状況。これからは台

風の影響が心配。  

乾物卸売業  

梅雨時期は時化が多く入荷が少ないため、どうして

も収益が上がらない。お盆等で多少売れ行きが上が

ることに期待している。ウナギは安くなると予想さ

れていたが高騰。  

生鮮・魚介卸売業  

小売業 化粧品販売はメーカーの美容部員等の入店により大

きく左右されるが、最近入店数が減らされており各

店の売上が下がっている。１メーカーのみの取扱店

では特に影響が大きい。  

化粧品小売業  

組合員の売上は６月と変わりが無い。猛暑で商店街

の人出がまばらであるが、プレミアム付商品券の効

果が多少あり、地元海水浴場「潮風公園」が盛況で

出店業者の売上が増加している。地区内の中小企業

者の動向は、福祉関連施設が開業予定だが、従業員

の確保に苦労している。倒産情報も当地域では最近

聞かないので、景況感が多少良くなって来た模様。  

各種商品小売業  

岩国市 

中心市街地整備計画の駅周辺工事が本格化して、新

駐輪場完成、旧駅ビルの解体着工、駅前ロータリー

の交通規制変更等が開始された。  

各種商品小売業  

周南市 

売上全体では、前年同月比プラスマイナスゼロの状

況だが、高額品、高級品等は前年同月比プラスとな

っている。好況とはいかないが全く不況でもない。  

各種商品小売業  

山口市 



昨年、酒のディスカウント店が退店。７／４に同様

の酒のディスカウント店が新規開業したが、売上、

客数共に前年を僅かに下回る結果となっている。  

各種商品小売業  

長門市 

商店街 夏物バーゲン、中元ギフト商戦で多少の活気が出た

が、売上の好転とまでは遠い状況。特に買上げ点数

が伸びていない。  

山口市 

７月はイベントで飲食店の売上が多少増加したが全

体的には厳しい状況。時節柄、提灯・玩具店の売上

は伸びている。古具や焼物・雑貨は、地元の客も少

ない日常は売上が上がらないので、作家の展示等の

イベントを行うと県内外の観光客等も来て売上が上

がる状況。各店、８月のお祭りに向けて売上の向上

のため頑張って準備をしている。  

萩市 

サービス業  プレミアム付商品券は、大きな物を買う予定の者は

多く購入しているみたいだが、大方の人は購入する

現金がないと言ってあまり買っていない模様。当組

合でも取扱加盟店となっている組合員が少ない。  

美容業 

規制改革が検討されているが、理容師、美容師の見

直しにより理容業界も更に厳しい環境下となる事が

予想される。そのための対策が必要。  

理容業 

近年、高度な電子制御技術が搭載された自動車が増

加している。業界では新技術に対応できる人材、診

断機等の設備を備えた「コンピュータシステム診断

認定店」の認定・育成に力を入れている。  

自動車整備業  

山口市 

現場技術者が、メーカー、大手に流れており不足し

ている。 

自動車整備業  

山口市 

新卒・中途・パートの全てにおいて人手が不足気味

である。 

スポーツ・  

健康教授業  

宿泊人員及び売上高ともに好調に推移し前年をクリ

アしている。一部のホテルに限定されているが世界

スカウトジャンボリーの効果が出ている。  

旅館業 

山口市 

雇用状況はハローワークに登録しても問い合わせも

ない状況。時給を上げても反応が少なく改善策にも

苦心している。下関地域の宿泊は、ＮＨＫ大河ドラ

マ、世界スカウトジャンボリーの効果だけでなくビ

ジネス客も増加しており景況自体は好調。  

旅館業 

下関市 

入浴者数は前年同月比で若干の減少、景気動向は悪

化傾向が継続しており、収益の好転は望めない。猛

暑日の影響等もある。  

旅館業 

長門市 

後半の猛暑により客足が減少。「世界スカウトジャン

ボリー」に期待するも今一つ盛り上がりに欠けた。

また、「ねんりんピックおいでませ！山口２０１５」

についても各地域が対応するため地域での温度差が

ある。県の観光振興策に対応できるよう、受け入れ

対策としての飲食業界の特色を発揮する必要があ

飲食業 



る。また、９月に実施予定の組合設立５０周年記念

「大抽選会」事業に全力を傾けているので８月にか

けては全域で多少の好転が見込まれる。結果次第で

はあるが自力によるイベントの実施に弾みをつけて

行きたい。  

天候不順によりクリーニングの需要が安定しない。

気温の上昇により、毛布やカーペットなどの大物が

漸く出始めた。梅雨明け後に毛布等が出ることに期

待している。  

普通洗濯業  

建設業 山口支部の中電への工事申請は６月１３０件、前年

同月１４４件。太陽光発電への申請２１件、オール

電化申請６９件（前年は太陽光３０件、オール電化

３５件）、ＬＥＤ街路灯への切替・新設申請は４０件

（前年は３２件）であった。  

電気工事業  

今春以降、工事量は東部地区を除き減少している。

決算状況も一部の事業所を除き、多くは僅かな改善

に留まっている。技能者の減少に歯止めがかかって

いるものの団塊の世代の退職によりここ数年で更に

進むものと思われる。（左官の技能者 １９８０年３

０万人 ２０１０年９万人 ２０１５年７万人程

度） 

左官業 

上関地区のみが中電の民間工事、山口県、上関町か

らの発注によりまあまあの状況で、他の柳井、平生、

田布施地区は極端に少ない状況、周南地区も昨年よ

り少ない模様である。公共工事の発注が無いと民間

工事も動かない。  

土木工事業  

柳井市 

２７年７月の受注高は、対前年同月比６００％。今

年度の累計は、対前年比２３％。  

土木工事業  

萩市 

昨年より少し時期が遅れて管工事の入札が始まり、

一時期にたくさんの入札があった。もともと競争が

激しく入札価格が下がっているところに、土木の仕

事が少ないからと土木関連の企業も入札に参加する

ため、益々競争が激しくなり落札の出来ない企業も

ある。落札出来ても価格が低いため、忙しい割に思

うように収益が上がらない。人材不足は続いている

が、今現在の人員でなんとかこなしている。  

管工事業 

運輸業 円安、ドル高等による不安定要素が災いしているの

か、鉄鋼素材等の流通は、国内外とも低調。売上は

前年同月比▲２４％。燃料費は前月と変わりないが、

軽油引取税の引下げを希望している。  

一般貨物自動車運送業  

下松市 

７月の稼働は前年同月比で１０％程度の増加してい

る。輸出の関連が順調に推移し受注に繋がっている。

値上がり基調にあった燃料費も若干下がり気味とな

っている。  

一般貨物自動車運送業  

防府市 



運送業界では２月と８月は荷動きが少ない月であ

り、当組合の運送部門も御多分に漏れず仕事が少な

い。しかし時期的な影響を除いても、業界全体の仕

事が著しく減ってきている気がしている。燃料価格

は高止まりが続いていたが、ここ数週間で若干の値

下がりを見せている。  

一般貨物自動車運送業  

宇部市 

今月も天候不順であったが、ＥＴＣ事業は順調であ

った。無事故で頑張っている組合員の努力に感謝し

ている。 

一般貨物自動車運送業  

下関市 

タクシーチケットの取扱い金額は、前年比で６／１  

～７／２０は▲３ .５％。６／１  ～６／３０は▲１ .

７％、７／１  ～７／２０は▲６ .４％。６月分は小幅

な減少で、７月前半は増加傾向だったが、７／１７

～２０の４日間で大幅な減少となった。当地区は工

場等の企業中心で観光レジャーがあまりないため、

工場や病院が休みの日曜祭日はタクシー利用が減少

する事も要因だが、基本的に地方経済が回復状態で

ない事を表していると思う。６月分については、防

府地区が▲１１％、周南地区＋２％、下松地区＋

６％、光地区０％と防府地区が減少した。主要燃料

であるＬＰＧは、ＣＰ（通告価格）と為替に連動し

て変動するが、為替は円安だが、ブタン、プロパン

のＣＰは前月分よりもさらに下がり（前年 830$/トン

が今年 432$/トン）購入単価は先月よりも安くなっ

た。高騰していた前年７月に比べ２２％安価になっ

た。再び上昇する懸念はあるが、車両代や整備費用

が上昇しているなか、燃料費が下がるのは大いに助

かっている。売上減少に比例し乗務員の収入も減少

しており、乗務員の確保がたいへん難しく、稼働台

数も減少している。雨降りや台風などによる一時的

な需要は、長期的に見ると個人消費を減退させるこ

とになり、企業の設備投資や稼動状況等をみても、

地方の経済は依然として厳しい状況が続いているよ

うに思われる。  

一般旅客自動車運送業  

 


